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数学 連立方程式
連立方程式を加減法で解く

連立方程式を加減法で解く

連立方程式を解くときは、２つの文字の１つを消去して、
１つの文字の方程式にしてから解く。

１つの式から、もう一方の式を加えたりひいたりすることで、
文字を消去する解き方を加減法という。

２つの方程式を組にしたものを連立方程式といい、
次のように書く。

２つの方程式を成り立たせる x , y の値の組を求めることを、
連立方程式を解くという。

か げんほう

れんりつ ほうていしき

と

次の連立方程式を加減法で解きなさい。

y＝3を①に代入すると、
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2x＋5y＝19

2x＋6y＝22

2x＋5y＝19

2x＋6y＝22

y＝3
－y＝－3

…… ①

…… ②

①

②

2x＋5y＝19

2x＋6y＝22
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2x＋5×3＝19
2x＝4
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